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アンケート結果　対象：個人株主さま1万人［無作為抽出］ 回答数：4,220件

東京ガスでは、本年2月に個人株主

さま1万人を無作為で抽出させて

いただき、アンケートを行いました。

その結果、多くの皆さまからご回

答をいただき、誠にありがとうござ

いました。皆さまからいただいた

貴重なご意見・ご要望は、「東京ガ

ス通信」のより充実した誌面づくり

には勿論のこと、今後のIR活動に

も活かしてまいりたいと存じます。

東京ガスに関してどのような
情報を知りたいですか？

＜代表的な質問と回答結果＞

東京ガス通信をどの程度
読んでいますか？

工場見学会のご案内

昨年に引き続き、LNG（液化天然ガス）工場見学会を

下記の通り開催いたします。

株主の皆さまのご参加をお待ち申し上げております。

施設見学会の概要と応募要領

□見学施設 当社根岸工場

□工場所在地 神奈川県 横浜市

□見学会の日程

・8月20日（金）・9月30日（木）・10月1日（金）

13:00～17:00（全日とも）

□集合場所 東京ガス本社ビル

※なおご自宅から東京ガス本社ビル間の往復交通費は

参加者ご本人のご負担とさせていただきます。

□募集人数 各日 40組 80名様（1組2名様まで）

□応募方法 下記のとおり、官製往復はがきに

必要事項をご記入のうえご郵送ください。

締切は、7月31日（当日消印有効）です。

〒105‐8527

東京都港区
海岸1‐5‐20
東京ガス株式会社

総務部総務グループ行

往信・おもて往信・うら

・お名前
・ご年齢
・ご住所
・お電話番号
・ご希望日
（8月20日、9月30日・10月1日のうち

1日をご記入ください。）

・同行ご希望者のお名前
（おひとりでご参加の場合は不要です。）

※返信用はがきのおもてには、ご住所・お名前を明記ねがいます。

根岸工場

（関心の高い上位5項目） 

経営ビジョン・戦略 
36.9%

燃料電池への取り組み 
30.9%

天然ガス開発プロジェクトへの取り組み 

環境問題に対する取り組み 

新事業・サービスに対する取り組み 

30.9%

28.7%

27.6%

応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。
結果は、返信用はがきにてお知らせいたします。

（複数回答）

通読している 
18.7%

ざっと目を通す 
67.0%

ほとんど読まない 
11.3%

読まない 2.4% その他 0.6%
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株
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素

か
ら
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
四
月
に
改
正
ガ
ス

事
業
法
が
施
行
さ
れ
、
新
規

参
入
の
拡
大
な
ど
ガ
ス
市
場

に
お
け
る
競
合
は
ま
す
ま
す

激
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
市
場
の
融
合

化
の
進
展
、
電
化
攻
勢
の
激

化
な
ど
、
都
市
ガ
ス
事
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
に
お
け
る
競
合
を
勝
ち
抜

い
て
い
く
た
め
に
は
、
都
市
ガ

ス
そ
の
も
の
の
競
争
力
を
一

層
強
め
る
と
と
も
に
、
周
辺

分
野
で
お
客
さ
ま
の
期
待
に

応
え
る
新
た
な
価
値
を
創
造

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
当
社
は
一
昨
年

十
月
に
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０

７（
二
〇
〇
三
年
度
〜
二
〇
〇

七
年
度
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営

計
画
）」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。二

〇
〇
三
年
度
は
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
の
初
年
度

で
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
着

実
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
売
上
高
、
経

常
利
益
に
つ
い
て
は
、
冬
場
の

気
温
が
高
め
に
推
移
し
た
こ

と
に
よ
る
暖
房
需
要
の
減
少

が
あ
っ
た
も
の
の
、
冷
夏
に
よ

る
家
庭
用
需
要
の
増
加
や
、

発
電
用
需
要
の
増
加
等
に
よ

る
ガ
ス
売
上
高
の
伸
長
に
加

え
、コ
ス
ト
削
減
効
果
に
よ
り
、

と
も
に
前
期
を
上
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
以
下
、
計
画

の
達
成
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
に

行
わ
れ
た
主
な
動
き
に
つ
い
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
電
力
事
業
●

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
イ
ン
フ
ラ
」
を

活
用
す
る
電
力
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
、
当
社

初
の
大
型
電
源
（
十

万
kW
）
で
あ
る
東
京

ガ
ス
ベ
イ
パ
ワ
ー
が
昨

年
十
月
に
営
業
運
転

を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
将
来

的
に
三
百
万
kW
規
模

株主の皆さまへ
特集編

東京ガス株式会社
代表取締役社長　市野紀生

いちの のりお

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
2
0
0
7
」
の

前
倒
し
達
成
を
目
指
し
て

東京ガスベイパワー発電所
（千葉県袖ヶ浦市）
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ま
で
の
事
業
拡
大
の
可
能
性

を
追
求
す
る
た
め
、
他
社
と

共
同
で
発
電
事
業
の
検
討
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
●

天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
高
い
環
境
性
や
、
当

社
グ
ル
ー
プ
が
長
年
蓄
積
し
て

き
た
天
然
ガ
ス
利
用
技
術
・
お

客
さ
ま
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
戦
略
子
会
社

で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ド
バ
ン

ス
を
中
心
に
事
業
展
開
を
行

い
、
産
業
用
・
民
生
用
分
野
あ

わ
せ
て
約
六
万
kW
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
受
注
実
績
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ

ス
事
業
分
野
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
を
目
指
し
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

●
上
流
開
発
・
輸
送
事
業
●

豪
州
・
東
テ
ィ
モ
ー
ル
共
同

石
油
開
発
海
域
内
「
バ
ユ
・
ウ

ン
ダ
ン
・
ガ
ス
田
」
を
開
発
し
、

液
化
天
然
ガ
ス
を
豪
州
ダ
ー

ウ
ィ
ン
市
郊
外
に
て
生
産
・
販

売
す
る
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
正
式
参
画
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
社
グ
ル

ー
プ
と
し
て
初
め
て
の
取
り

組
み
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

輸
送
分
野
に
お
い
て
は
、
当
社

グ
ル
ー
プ
初
の
自
社
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
号
」

が
就
航
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
上
流
部
門
へ
の
進
出
に
よ

り
、
安
定
的
か
つ
経
済
的
な
原

料
調
達
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
家
庭
用
新
サ
ー
ビ
ス
●

家
庭
用
の
お
客
さ
ま
に
対

す
る
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
事

業
化
の
一
環
と
し
て
、
既
に

昨
年
一
月
か
ら
損
害
保
険
事

業
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
本
年
四
月
か
ら
は
こ
れ

に
続
く
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
試
行
販
売
を
開

始
し
、
こ
の
秋
に
は
本
格
展
開

い
た
し
ま
す
。

当
社
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
を
ご
提

供
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

お
客
さ
ま
へ
の「
安
心
、
安
全
、

信
頼
」の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
活

か
し
な
が
ら
、
今
後
も
お
客

さ
ま
に
選
ば
れ
続
け
る
企
業

で
あ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
戦
略
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
制

の
導
入
●

本
年
四
月
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

と
し
て
の
経
営
資
源
や
商
材

を
最
大
限
有
効
に
活
用
し
、

株主の皆さまへ
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お
客
さ
ま
へ
の
最
大
の
価
値
提

供
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
経
営
体

制
を
構
築
す
べ
く
、「
戦
略
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
制
」
を
導
入
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
制
は
、
東
京
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
を
「
戦
略
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
、「
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
」、「
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・

Ｒ
＆
Ｄ
」
と
い
う
三
つ
の
機
能

に
区
分
し
、
都
市
ガ
ス
事
業
と

関
連
事
業
が
一
体
と
な
っ
た
戦

略
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
強
靭

な
グ
ル
ー
プ
経
営
体
制
の
構
築

と
グ
ル
ー
プ
価
値
の
最
大
化
を

目
指
す
も
の
で
す
。

●
財
務
体
質
の
強
化
●

当
社
は
、
当
期
に
規
約
型
企

業
年
金
の
導
入
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
が
、
こ
の
退
職
給

付
制
度
の
改
定
を
機
に
過
年

度
に
発
生
し
た
退
職
給
付
会

計
に
お
け
る
未
認
識
債
務
を

一
括
償
却
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
退
職
給
付
債
務

等
の
状
況
を
適
時
に
財
務
諸

表
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

将
来
の
費
用
負
担
を
軽
減
さ

せ
、
財
務
体
質
の
健
全
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
株
主
還
元
の
拡
充
●

ま
た
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０

０
７
」
で
は
、
一
株
当
た
り
の

価
値
を
向
上
さ
せ
、
資
本
コ
ス

ト
を
削
減
す
る
た
め
に
五
年

間
で
一
千
億
円
の
自
社
株
取

得
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
二
〇
〇
三
年
度
は

七
千
六
百
六
十
万
株
の
自
社

株
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
自
社
株
取
得
に
よ
る
一

株
当
た
り
の
価
値
向
上
に
加

え
、
二
〇
〇
三
年
度
よ
り
株

主
さ
ま
へ
の
利
益
還
元
と
し

て
、
配
当
を
こ
れ
ま
で
の
年
六

円
か
ら
七
円
に
増
配
い
た
し

ま
す
。

当
社
は
二
〇
〇
四
年
度
も
新

た
な
グ
ル
ー
プ
体
制
の
も
と
、

企
業
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
株

主
の
皆
さ
ま
、
お
客
さ
ま
の
ご

期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

株
主
の
皆
さ
ま
の
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

資源事業 
本部 

（3社） 

企画本部 

（1社） 

コーポレート 
コミュニケーション本部 

（19社） 

ビジネスサービス本部 

（6社） 
Ｒ＆Ｄ本部 

（1社） （2社） （36社） （4社） （12社） 

エネルギー生産 
本部 

トップマネジメント 

導管ネットワーク 
本部 

ホームサービス 
本部 

エネルギー営業 
本部 

広域圏営業 
本部 

●東京ガスグループ経営体制

▲戦略ビジネスユニット（実際の事業戦略の推進）

▲コーポレート ▲シェアードサービス・Ｒ＆Ｄ

※（ ）内は、グループ会社数

（2004年4月1日現在）

（グループ全体の戦略策定、経営資源の配分） （連結会計、資材･物流、不動産管理などの
共通サービスの提供および技術開発）
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東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
稼
動
容
量
が
、
こ
の
一

月
、
産
業
用
・
民
生
用
合
わ
せ

て
百
万
kW
を
突
破
し
ま
し
た

（
東
京
ガ
ス
管
内
）。

同
シ
ス
テ
ム
は
一
九
八
一
年
に
第
一
号
機
が
国

立
競
技
場
へ
設
置
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
・
経
済
性
と
と
も
に
環
境
負
荷
が
小
さ
い

こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
、
工
場
・
ホ
テ
ル
・
病
院

な
ど
を
中
心
に
広
く
採
用
さ
れ
、
順
調
に
伸
び
続

け
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
六
本
木
ヒ

ル
ズ
へ
の
電

気
・
ガ
ス
の

供
給
を
目
的

に
当
社
と
森

ビ
ル（
株
）
が

共
同
で
設
立

し
た
六
本
木

エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス

（
株
）
も
稼
動

を
開
始
し
て

い
ま
す
。

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

稼
動
容
量
100
万
kW
を
突
破

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で
新
展
開

（04年1月）

（04年3月）

東
京
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
東
京
ガ
ス
ハ
ウ
ジ
ン
グ

（
株
）が
社
名
を
変
更
し
、「
東
京
ガ
ス
リ
モ
デ
リ
ン

グ
株
式
会
社
」
と
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
へ
の

新
展
開
を
開
始
し
ま
し
た
。「
リ
モ
デ
リ
ン
グ
」
と

は
、「
改
装
・
改
築
・
模
様
替
え
」
と
い
う
意
味
で
、

い
わ
ゆ
る
「
リ
フ
ォ
ー
ム
」
を
表
す
言
葉
と
し
て
認

知
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
お
客
さ
ま
か
ら
、

社
名
を
見
た
だ
け
で
「
信
頼
で
き
る
リ
フ
ォ
ー
ム

会
社
」
と
判
断
い
た
だ
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
主
軸
と

し
な
が
ら
住
宅
設
備
機
器
の
開
発
・
販
売
な
ど
を

手
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
事
業
領
域

を
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
一
本
化
し
、
地
域
リ
フ
ォ

ー
ム
営
業
拠
点
「
リ
ヴ
ィ
ン
グ
モ
ア
」
の
店
舗
展
開

強
化
な
ど
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

トピックス

0

200

400

600

800

1,000

1,200

81 85 90 95 00 03年度 

（注1）発電専用（事業用・自家用）を除く。 
（注2）六本木エネルギーサービス（六本木地区）を含む。 
（注3）公共用物件は、産業用に含む。 

（千kW） 
当社管内のガスコージェネレーションシステム稼働容量(kW)

産業用 

民生用 

※

※　コージェネレーション：発電とそのとき発生する排熱を同時に冷暖房や給湯に利用する省エネシステムです。

六本木ヒルズ全景
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内
炎
式
バ
ー
ナ
ー
搭
載
コ
ン
ロ
で

省
エ
ネ
大
賞
受
賞

二
〇
〇
三
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｉ
Ｒ
・

ベ
ス
ト
企
業
賞
受
賞
　

（
大
和
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
選
定
）

東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス（
株
）、
東
邦
ガ
ス（
株
）、

リ
ン
ナ
イ
（
株
）
が
共
同
開
発
し
た
「
高
効
率
内
炎

式
バ
ー
ナ
ー
搭
載
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
が
平
成
十
五
年
度

省
エ
ネ
大
賞
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
省
エ
ネ
大
賞
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
・
省
資
源
性
・
環
境
改
善
性
に
優
れ
た
機

器
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
対
す
る
表
彰
制
度
で
す
。

受
賞
し
た
内
炎
式
バ
ー
ナ
ー
は
、
炎
が
内
向
き

に
渦
巻
き
状
に
燃
焼
し
、
鍋
底
全
体
を
素
早
く
加

熱
す
る
の
で
、
強
火
か
ら
極
弱
火
ま
で
自
由
自
在

に
調
節
で
き
ま
す
。
こ
の
内
炎
式
バ
ー
ナ
ー
は
、

当
社
の
ピ
ピ
ッ
と
コ
ン
ロ
の
一
部
に
搭
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
京
ガ
ス
の
Ｉ
Ｒ
（
株

主
・
投
資
家
向
け
）ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
大
和
イ
ン
ベ
ス

タ
ー
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が

選
定
し
た
、「
二
〇
〇
三
年

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｉ
Ｒ
・
ベ
ス
ト
企
業
賞
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｒ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー

ト
や
、
東
京
ガ
ス
通
信
の
ほ
か
、
社
長
か
ら
株
主

の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
Ｉ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

株
式
諸
手
続
等
の
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
個
人
投
資
家
の
皆
さ
ま
へ
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
個
人
株
主
・
投
資
家
の

皆
さ
ま
に
当
社
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
内
容
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ご
希
望
の
方
に
は
東
京
ガ
ス
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス

を
直
ち
に
メ
ー
ル
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

東
京
ガ
ス
の
株
主
・
投
資
家

の
皆
さ
ま
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（04年2月）

（03年12月）

東京ガスＩＲホームページURL:

http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_ j.html
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家
庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
は
、
燃
料
電
池
を
利
用
し
て
自
分
の

家
で
電
気
と
お
湯
を
同
時
に
つ
く
る
、
新
し
い
発

電
・
給
湯
シ
ス
テ
ム
で
す
。
電
気
は
電
気
機
器
な
ど

に
、
お
湯
は
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま

す
。
東
京
ガ
ス
は
、
荏
原
バ
ラ
ー
ド（
株
）グ
ル
ー
プ
、

松
下
電
器
産
業
（
株
）の
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー

プ
二
社
と
共
同
開
発
を
進
め
て
お
り
、
い
よ
い
よ
二

〇
〇
四
年
度
第
四
・
四
半
期
に
発
売
い
た
し
ま
す
。

こ
の
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

は
、
従
来
よ
り
、

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
約
二
十

六
％
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
約
四

十
％
削
減
で
き
る

た
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
地
球
温
暖

化
防
止
の
観
点
か

ら
、
社
会
的
に
も

期
待
と
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

東
京
ガ
ス
は
、
都
市
ガ
ス
の
原
料
で
あ
る

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
Ｌ

Ｎ
Ｇ
価
格
は
原
油
価
格
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め
、

為
替
と
原
油
価
格
の
変
動
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
し

か
し
、
原
料
費
が
変
動
し
て
も
、
そ
の
分
は
「
原
料
費

調
整
制
度
」
に
よ
り
三
カ
月
ご
と
に
調
整
さ
れ
、
約

六
カ
月
遅
れ
で
ガ
ス
料
金
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
一
年
間
で
年
度
を
区
切
る
と
回
収
超
過
や
回
収

不
足
が
発
生
し
ま
す
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば
収
支
へ

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

環
境
に
優
し
く
、
し
か
も
経
済
的
な
家
庭
用

燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
が
二
〇
〇
四
年
度
中
に
発
売
さ
れ
る
そ

う
で
す
が
・・・
。

東
京
ガ
ス
は
海
外
か
ら
原
料
を
輸
入
し
て

い
ま
す
が
、
為
替
・
原
油
価
格
の
変
動
に
よ

り
業
績
に
ど
の
く
ら
い
影
響
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

※ 燃料電池：水の電気分解と逆の原理により、水素と酸素から化学反応によって電気と熱をつくる装置。
水素は都市ガスなど様々な原料から調達します。

QQ

QQ

※

コミュニケーション広場

A

A

●原料費調整制度のイメージ
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■
火
災
ガ
ス
漏
れ
対
処
サ
ー
ビ
ス

火
災
警
報
器
が
火
災
の
発
生
を
検
知
す
る
と
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
警

備
員
が
駆
け
つ
け
ま
す
。
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
が
ガ
ス
漏
れ
を
検
知

す
る
と
、
東
京
ガ
ス
の
緊
急
保
安
要
員
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

■
ガ
ス
安
心
サ
ー
ビ
ス

外
出
先
か
ら
携
帯
電
話
な
ど
で
ガ
ス
の
消
し
忘
れ
確
認
と
し
ゃ
断

が
で
き
ま
す
。

■
鍵
安
心
サ
ー
ビ
ス

外
出
先
か
ら
携
帯
電
話
な
ど
で
鍵
の
し
め
忘
れ
確
認
と
施
錠
が
で

き
ま
す
。

「
ガ
ス
安
心
サ
ー
ビ

ス
」
や
「
鍵
安
心
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
っ
た
東
京

ガ
ス
な
ら
で
は
の
メ
ニ

ュ
ー
が
特
徴
で
す
。

東
京
ガ
ス
は
、
ホ
ー

ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
暮
ら
し

の
安
心
・
安
全
を
ご
提

供
し
、
今
後
も
お
客
さ

ま
に
選
ば
れ
続
け
る

企
業
で
あ
る
た
め
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

新サービス紹介

ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
を
守
る

東
京
ガ
ス
で
は
、
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
「
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
２
０
０
７
」
で
「
ガ
ス
単
体
供
給
を
中
心
と

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
か
ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ト
ー
タ
ル
で
価
値
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
」へ
の
変
革
を
掲
げ
、
家
庭
向
け
に
お
い

て
も
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
事
業
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
綜
合
警
備
保
障
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ
）
と
業
務
提
携
し
、
四
月
か
ら
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
販
売

は
、
東
京
ガ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
窓
口
で
あ
る
エ
ネ
ス
タ

が
行
い
、
こ
の
秋
に
は
本
格
展
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。新

サ
ー
ビ
ス
は
、
防
災
に
強
い
東
京
ガ
ス
と
、
防
犯

に
強
い
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
が
、
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五

日
お
客
さ
ま
の
暮
ら
し
を
守
る
も
の
で
、
お
客
さ
ま

ご
自
身
が
選
べ
る
自
由
設
計
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
、

月
々
千
九
百
円
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

■
侵
入
検
知
サ
ー
ビ
ス

マ
グ
ネ
ッ
ト
セ
ン
サ
や
人
感
セ
ン
サ
が
侵
入
者
を
検
知
す
る
と
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
警
備
員
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

■
非
常
通
報
サ
ー
ビ
ス

非
常
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
警
備
員
が
駆
け

つ
け
ま
す
。

●●●●●●●問 う ガ ス プ ラ ザ
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学校教育支援活動

企業の環境情報開示の一環として、環境報告書を発行しています。
「東京ガス環境報告書」は、当社ホームページ上でも公開しております。

URL：http://www.tokyo-gas.co.jp/env/ecorep/j_text/content.htmlWeb

●
学
習
サ
イ
ト

子
ど
も
た
ち
自
ら
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
に

対
応
し
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

都
市
ガ
ス
・
生
活
に
つ
い
て
の
素

朴
な
疑
問
に
答
え
、
や
さ
し

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
学
習
を
お
手
伝
い

東
京
ガ
ス
で
は
企
業
の
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
小
・
中
学
校
の

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
向

け
に
教
材
や
出
張
授
業
な
ど
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
一
昨
年
四
月
に
本
格
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
で
す
が
、
大
き

な
反
響
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
約
九
万
人
の
子
ど
も

た
ち
に
出
張
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

学習サイト「みんなのエネルギー広場」
http://www.tokyo-gas.co.jp/kids/

●
教
材
テ
キ
ス
ト

小
学
校
三
〜
六
年
生
向
け
テ

キ
ス
ト
で
は
、
限
り
あ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
資
源
を
大
切
に
使
う

た
め
の
工
夫
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
が
環
境
に
与
え
る
影
響

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
中
学
生

向
け
テ
キ
ス
ト
で
は
、
天
然
ガ

ス
の
利
用
が
環
境
へ
の
負
荷
を

小
さ
く
す
る
な
ど
環
境
問
題

解
決
へ
の
対
応
な
ど
も
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

●
出
張
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
燃
料
電
池
っ
て
何
だ
ろ

う
？
」「
体
験
し
よ
う
！
マ
イ
ナ

ス
百
六
十
二
度
の
不
思
議
な
世

界
」「
天
然
ガ
ス
自
動
車
っ

て
？
」「
シ
ニ
ア
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン（
高
齢
者
疑
似
体
験
）」
な

ど
東
京
ガ
ス
な
ら
で
は
の
ユ
ニ

ー
ク
な
テ
ー
マ
で
、
社
員
が
学

校
で
授
業
を
し
、
子
ど
も
た
ち

が
実
際
に
参
加
・
体
験
し
、
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

出張授業の風景

中学生向け教材小学生向け教材
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10
年
目
を
迎
え
た

「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」

東
京
ガ
ス
で
は
、
一
人
ひ
と

り
が
身
近
に
取
り
組
め
る
、
環

境
に
優
し
い
暮
ら
し
を
提
唱
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
推
進
し
て
い
る
の
が「
エ
コ
・
ク

ッ
キ
ン
グ
」で
す
。
一
九
九
五
年

か
ら
講
座
を
開
催
、
企
業
の
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

「
買
い
物
」「
料
理
」「
片
付
け
」

の
一
連
の
流
れ
を
通
し
て
、
環

境
に
配
慮
し
た
食
生
活
を
十

年
に
わ
た
り
提
案
し
続
け
て
い

ま
す
。

「
買
い
物
」で
は「
ゴ
ミ
に
な
る

も
の
沢
山
買
っ
て
い
な
い
？
」
と

問
い
か
け
る
ほ
か
、
旬
の
食
材

を
買
う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

旬
の
食
材
は
お
い
し
い
だ
け
で

な
く
、
生
産
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
く
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
で
す
。「
料

理
」で
は
食
材
を
無
駄
に
し
な

い
ほ
か
、
省
エ
ネ
・
省
時
間
の
調

理
法
、
ガ
ス
を
無
駄
に
し
な
い

火
加
減
や
湯
沸
し
の
方
法
な
ど

を
、「
片
付
け
」で
は
、
食
器
を

拭
い
て
か
ら
洗
う
、
と
ぎ
汁
・
ゆ

で
汁
を
下
洗
い
に
利
用
す
る
と

い
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
月
間
（
六
月
）、
三
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
）推
進
月
間（
十
月
）、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間（
二
月
）を
中

心
に
、
東
京
ガ
ス
の
料
理
教
室

と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
数
も

毎
年
伸
び
て
お
り
、
昨
年
は
一

万
五
千
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

件
数
も
十
万
件
／
月
に
達
す

る
な
ど
、
東
京
ガ
ス
の
提
案
す

る「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」へ
の
関
心

は
全
国
規
模
で
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ノ

ー
ト
」
と
い
う
冊
子
を
全
国
の

小
学
生
向
け
に
作
成
し
た
ほ

か
、「
今
日
か
ら
で
き
る
！
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
い
う
書
籍
の
監

修
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
エ

コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
を
普
及
す
る

「
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
」
を
全
国
の
ガ
ス
事
業
者

向
け
に
養
成
し
て
い
ま
す
。

※エコ・クッキングは東京ガス株式会社の登録商標です。

http://www.tokyo-gas.co.jp/ecocom/ecocooking

環境にやさしい食生活の提案

®

●●●●●●●問 う ガ ス プ ラ ザ

エコ・クッキング実習





財務編

1

2004年3月期業績ハイライト（連結）

東京ガスグループの2004年3月期連結売上高は、ガス販売量の対前期比7.1％増という堅調

な伸びを受け、ガス売上高が同4.9％増加いたしましたが、ガス器具売上高および受注工事売上

高が減少したこと等により、対前期比2.1％増の1兆1,518億円（過去最高）となりました。一方、

費用については、原材料費がガス販売量の伸びに伴い増加しましたが、経営効率化の一層の推進

を図り、諸経費・人件費等費用の抑制に最大限の努力を重ねてまいりました。

この結果、営業利益は同23.5％増の1,522億円（過去最高）、経常利益は同42.6％増の

1,310億円（歴代第2位）となりました。また、当期は当社の企業年金制度変更に伴う退職給付

引当金取崩益56億円、固定資産売却益21億円を特別利益として計上し、当社の退職給付数理計

算上の差異一括償却額589億円、固定資産減損損失33億円を特別損失として計上したこと等に

より、当期純利益は同▲24.3％減の447億円（歴代第4位）となりました。

売上高 営業利益　　 経常利益　　 当期純利益

※財務編p1～6の各数値は四捨五入・切り捨て処理等の関係で、合計が合わない場合があります。

（億円） 
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経常利益 
当期純利益 

本資料の記載内容のうち、歴史的事実でないものは将来に関する見通しおよび計画に基づいた予測です。これらの将来予測には、
リスクや不確定な要素などの要因が含まれており、実際の成果や業績などは記載の見通しとは異なる可能性があります。

前年同期比

2.1％増
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事業区分はガス事業会計規則に準拠した売上集計区分によっています。
各事業区分に属する主要な製品は以下のとおりです。
■ ガ　　ス：ガス ■ ガス器具：ガス機器
■ 受注工事：ガス工事 ■ 建物賃貸：建物の賃貸・管理等
■ その他の事業：地域冷暖房、LPG販売等

※売上高および営業利益の構成比率には、セグメント間の取引を含んでおります。

66.9％ 85.7％ 
10.8％ 

5.5%
2.9%

13.9%

ガス器具 
受注工事 
建物賃貸 

その他 

ガス 

5.1%
3.6%

2.0%
3.6％ 

［03/3→04/3主な増減要因］

卸供給（＋9.1％）

・卸供給先への販売量増加

業務用（＋4.0％）

・新規物件の順調な稼働
・夏場の低気温、下期の高気温による空調需要の伸び悩み

工業用（＋15.7％）

・発電用需要の拡大による増
・既存物件の稼動増等

家庭用（▲0.3％）

・ 春先および夏場の低気温の影響による
需要の伸び

・ 下期の高気温による給湯・暖房需要の伸び悩み

事業の種類別セグメント情報

連結営業利益構成比
（2004年3月期）

連結売上高構成比
（2004年3月期）

Financial Section
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連結 貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

2004.3 2003.3

（資産の部）

固定資産 1,407,725 1,411,513

有形固定資産 1,170,428 1,217,465

無形固定資産 18,856 20,609

投資その他の資産 218,440 173,438

流動資産 259,102 264,551

資産合計 1,666,828 1,676,064

2004.3 2003.3

（負債の部）
固定負債 734,345 751,572
流動負債 329,770 340,746
負債合計 1,064,116 1,092,319
少数株主持分 4,258 4,039
（資本の部）
資本金 141,844 141,844
資本剰余金 2,065 2,065
利益剰余金 457,924 429,652
その他 35,427 17,006
自己株式 ▲ 38,808 ▲ 10,862
資本合計 598,453 579,706

負債・少数株主持分および資本合計 1,666,828 1,676,064

2003.4～2004.3 2002.4～2003.3

売上高 1,151,824 1,127,633
売上原価 578,529 571,929
売上総利益 573,294 555,704
供給販売費 345,572 359,999
一般管理費 75,434 72,409
営業利益 152,287 123,294
営業外損益 ▲ 21,193 ▲ 31,339
経常利益 131,093 91,955
特別損益 ▲ 57,962 3,928

税金等調整前当期純利益 73,131 95,882
法人税･住民税および事業税 44,266 43,621
法人税等調整額 ▲ 16,366 ▲ 7,244
少数株主損益 444 304
当期純利益 44,787 59,201

連結 損益計算書（要旨） （単位：百万円）

ガス売上高は対前期比4.9％増となり
ましたが、ガス器具売上の同▲6.1％減、
受注工事売上の同▲3.6％減などにより、
連結売上高は同2.1％増の1兆1,518億
円となりました。
費用は、ガスの原材料費が販売増等に
より増加しましたが、諸給与・諸経費等の
圧縮により、営業利益は23.5％増、経常
利益は42.6％増となりました。
これに企業年金制度変更に伴う退職給
付引当金取崩益ほか84億円を特別利益
に計上し、退職給付数理計算上の差異一
括償却額ほか663億円を特別損失に計上
したこと等により、当期純利益は同▲
24.3％減の447億円となりました。

財務諸表（連結・単体）
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連結 キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

2003.4～2004.3 2002.4～2003.3

営業活動によるキャッシュ・フロー 217,608 213,532

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 126,038 ▲ 110,143

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 99,744 ▲ 78,517

現金および現金同等物に係る換算差額 5 ▲ 2

現金および現金同等物の増減額 ▲ 8,169 24,869

現金および現金同等物の期首残高 52,129 27,260

現金および現金同等物の期末残高 43,960 52,129

2003.4～2004.3 2002.4～2003.3

営業収益 1,013,754 992,236
ガス売上 823,509 785,079
その他収益 190,244 207,157

営業費用 886,799 892,128
売上原価 310,108 288,896
販売費および一般管理費 397,887 406,694
その他費用 178,803 196,537

営業利益 126,954 100,108
営業外損益 ▲ 11,095 ▲ 20,428

経常利益 115,859 79,680
特別損益 ▲ 54,299 4,177
法人税等 37,220 37,140
法人税等調整額 ▲ 15,933 ▲ 6,915

当期純利益 40,273 53,633
当期未処分利益 73,694 79,141

単体 損益計算書（要旨） （単位：百万円）

単体 貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

2004.3 2003.3

（資産の部）

固定資産 1,193,530 1,184,773

有形固定資産 869,849 910,530

無形固定資産 14,645 16,138

投資その他の資産 309,035 258,103

流動資産 216,492 196,585

資産合計 1,410,023 1,381,359

2004.3 2003.3

（負債の部）
固定負債 599,866 610,408
流動負債 269,938 242,686
負債合計 869,805 853,094

（資本の部）
資本金 141,844 141,844
資本剰余金 2,065 2,065
利益剰余金 403,442 379,668
その他有価証券評価差額金 31,673 15,548
自己株式 ▲ 38,808 ▲ 10,862
資本合計 540,217 528,264
負債・資本合計 1,410,023 1,381,359

Financial Section

当期は、①営業活動で生じた2,176億円
を、②固定資産や投資有価証券等に1,260
億円投資し、③自己株式の取得や有利子負
債の返済等に997億円が支出されました。
その結果、期末の現金および現金同等物の
残高は減少（▲82億円）しました。
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当期純利益（億円） 266 275 519 592 447 
ROA（％） 1.5 1.5 3.0 3.5 2.7 
ROE（％） 5.9 5.3 9.3 10.4 7.6

（億円） （％） 

ROA＝当期純利益÷期首・期末平均総資産×100 
ROE＝当期純利益÷期首・期末平均株主資本×100
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総資産（億円） 18,051 17,976 17,027 16,760 16,668 
株主資本（億円） 4,842 5,527 5,640 5,797 5,984 
株主資本比率（％） 26.8 30.8 33.1 34.6 35.9
株主資本比率＝株主資本÷総資産×100
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有利子負債依存度（％） 53.0 48.4 45.6 43.6 41.0
有利子負債依存度＝有利子負債残高÷期末総資産×100  
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主な指標

フリー・キャッシュ・フロー（FCF）
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設備投資額（億円） 1,249 1,113 1,052 1,119 1,074 
当期純利益（億円） 266 275 519 592 447 
減価償却費（億円） 1,403 1,503 1,455 1,410 1,468 
フリー・キャッシュ・フロー 
(FCF)（億円） 420 665 921 882 842
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Financial Section
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会社情報（2004年3月31日現在）

資本金 141,844,398,888円

発行済株式総数 2,810,171,295株

株主数 187,544人

●役員の状況（2004年6月29日現在）

●株式の状況

●所有者別株式分布状況

取締役および監査役

代表取締役会長

代表取締役副会長

代表取締役社長（兼 社長執行役員）

代表取締役（兼 副社長執行役員）

代表取締役（兼 副社長執行役員）

代表取締役（兼 副社長執行役員）

取締役（兼 常務執行役員）

取締役（兼 常務執行役員）

取締役（兼 常務執行役員）

取締役（社外）

取締役（社外）

取締役（社外）

常勤監査役

常勤監査役

監査役（社外）

監査役（社外）

執行役員（取締役兼務者を除く）

常務執行役員

常務執行役員

常務執行役員

常務執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

石黒正大

土生　哲

手塚俊夫

杉山昌樹

村木　茂

今沢時雄

中西誠一

奥澤泰一

星野則和

鏑木　正

蟹沢俊行

森　邦弘

蛭間泰弘

大谷　勉

板沢幹雄

広瀬道明

安 西 邦 夫

上 原 英 治

市 野 紀 生

鳥 原 光 憲

草 野 成 郎

小 林 剛 也

前 田 忠 昭

國 富 　 隆

岡 本 　 毅

茂 木 友 三 郎

今 野 由 梨

佐 藤 行 雄

秋 元 　 一 郎

平 井 　 浩

根 本 和 夫

花 房 正 義

自己株式
3.88 ％

個人・その他
23.11 ％

金融機関
39.45 ％

外国人
24.04 ％

証券会社
1.24 ％

政府および
地方公共団体
0.66 ％

その他国内法人
7.62 ％

会社名：東京ガス株式会社

設立：1885（明治18）年10月1日

本社所在地：〒105-8527

東京都港区海岸一丁目5番20号

従業員数：8,753名
（注）従業員数は常勤の就業人員数を記載しており、

出向者および臨時従業員を含みません。

格付け： AA+（R&I：格付投資情報センター）
Aa1（ムーディーズ）

連結子会社：18社

持分法適用関連会社：1社

●会社概要

副社長執行役員
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●株価および出来高の推移（東京証券取引所）

●株主メモ
決算期： 毎年3月31日
配当金受領株主確定日： 利益配当金 毎年3月31日

中間配当金 毎年9月30日
名義書換代理人： 東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社
同事務取扱所： 中央三井信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
【電話】東京（03）3323-7111（代表）

各種手続き用紙のご請求は下記のフリーダイヤルまたは
ホームページをご利用ください。

0120-87-2031
【URL】http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html
同取次所： 中央三井信託銀行株式会社 全国各支店

日本証券代行株式会社 本店および全国各支店
手数料： 名義書換手数料は無料

株券交付手数料は株券1枚につき200円
ただし、株券併合の場合は無料

定時株主総会： 毎年6月
公告掲載新聞： 日本経済新聞
決算公告については、貸借対照表および損益計算書を
当社ホームページに掲載しております。
【URL】http://www.tokyo-gas.co.jp/IR/ir_ j.html

株式に関する各種手続きは
中央三井信託銀行で
お取り扱いします。

住所変更：
お早めに中央三井信託銀行へご連絡いた
だき、変更届にてお手続きをお願いいた
します。保管振替制度を利用され、お手
元に株券がない場合はお取引証券会社へ
お申し出ください。

配当金の受け取り：
郵便振替支払通知書を郵便局へご持参の
上、お受け取りいただく方法と、銀行振
込をご利用いただく方法があります。銀
行振込をご希望の方は配当金振込指定書
を中央三井信託銀行へご請求ください。

名義書換：
お手続きには名義書換請求書と株券が必
要です。証券会社に株券を預けている場
合は、証券会社にお問い合わせください。
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